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講演
 1．渡邊敏明．ミドリムシを食べよう！大阪青山大学創立 50周年記念「市民公開講座」．2017, 9．
 2．渡邊敏明．ほんものを学ぼう！天然だし．ホームカミングデー「教育セミナー」，学校法人大和
学園「京都栄養医療専門学校」．2017, 9．
 3．渡邊敏明．新潮流を掴め！藻活のススメ，健康博覧会 Food Produce Japan 2018「クロレラ連続セ
ミナー」，東京ビッグサイト．2018, 2．
社会活動
日本ビタミン学会　功労会員
生物試料分析学会　評議員、編集委員
日本臨床栄養学会　評議員　
